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Ⅰ 平成２７年警察本部主要施策の概要

平成２６年中の刑法犯認知件数は４，６４３件で、１１年連続して減少したものの、特殊詐欺の被害額が３億４千万円

に上り、依然として高齢者を中心に大きな被害が発生している。

また、交通事故死者数は３１人で、道路交通法が施行された昭和３５年以降最少を記録し、交通事故発生件数も前年比

－８．９％と大きく減少したものの、依然として痛ましい事故により尊い命が失われている。

昨年、全国的に台風、ゲリラ豪雨などの自然災害が猛威を振るい、県内でも台風の豪雨や豪雪により浸水被害等の大き

な被害が発生した。３０年以内に７０％程度の確率で起きるとされる南海トラフ地震を始めとするあらゆる自然災害に迅

速かつ的確に対処できるよう、活動拠点の整備、機能強化等を進める必要がある。

県警察では、これら治安情勢を踏まえ、昨年に引き続き、「安全安心を誇れる徳島県の実現」を運営指針とし、更なる対

策を進めることとしている。

１ 身近な犯罪の徹底抑止

街頭活動を強化するとともに、通学路や商店街への防犯カメラの設置促進、地域住民が行う自主防犯活動の積極的な

支援、的確な情報発信等を推進する。

（１）身近な犯罪の抑止と検挙

（２）犯罪の起きにくい社会づくり

（３）少年非行防止と保護

（４）街頭における警察活動の強化
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（５）被害者支援の充実

２ 重要犯罪等の徹底検挙

早期検挙に向けた迅速かつ的確な組織捜査を展開する。また、構造的不正の摘発や暴力団の壊滅に向けた対策等を推

進する。

（１）重要犯罪の迅速な解決

（２）構造的不正等の厳格な取締り

（３）断固たる組織犯罪対策

（４）捜鑑科の更なる一体化

３ 交通死亡事故の徹底防止

事故の発生傾向と原因を精密に分析し、危険ドラッグなど薬物使用による危険運転の防止など、実効性ある交通死亡

事故防止対策等を推進する。

（１）交通事故防止対策の推進

（２）安全で快適な交通環境の整備

（３）厳格で適正な交通指導取締り

（４）効果的な運転者対策

４ 大規模災害等への徹底対処

あらゆる自然災害に迅速かつ的確に対処できるよう、活動拠点の整備、機能強化を進める。また、国際テロなど様々
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な事態を想定した訓練を重ねるとともに、自治体等との連携を密にし、緊急事態への対処能力の向上に努める。

（１）大規模災害への万全の備え

（２）突発重大事案への的確な対処

（３）国際テロ、対日有害活動への対策

（４）過激派、右翼等の防圧と検挙

（５）新たな治安事象への的確な対応

５ 組織基盤の徹底強化

第一線で勤務する警察職員が、それぞれの任務に邁進することができるよう、業務の合理化・効率化を徹底するととも

に、県警察がこれからも力強い警察であり続けるため、若手警察官の早期戦力化、女性の登用拡大等を推進する。

（１）国民の期待と信頼に応える警察の確立

（２）時代の変化に対応する警察の構築

（３）初動警察刷新強化の取組の定着化

（４）人的基盤の強化と実務能力の向上

（５）女性の視点を一層反映した警察運営
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Ⅱ 提出予定案件

１ 一般会計予算

(１) 歳入歳出予算

ア 総括表

（単位：千円）

２７年度 前年度 比 較 財 源 内 訳

区 分 当 初 当 初 増 減 率 特 定 財 源

予算額 予算額 Ａ/Ｂ 一般財源

Ａ Ｂ Ａ-Ｂ ×100 国支出金 使・手 財 収 繰入金 諸収入 反則金 地方債

警察本部 20,740,151 22,500,867 △1,760,716 92.2 367,679 1,162,201 55,551 459,000 134,708 150,000 481,000 17,930,012
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イ 主要事項説明

（単位：千円）

比 較
２７年度 前 年 度 摘 要

目 名 当初予算額 当初予算額 率 前 年 度
Ａ Ｂ 増 減 Ａ/Ｂ

Ａ-Ｂ ×100 予 算 額

① 公安委員報酬 (6,215) (6,215)
公安委員会費 14,892 15,550 △658 95.8 ② 公安委員会の運営及び風俗営業関係等許可事務に要する経費

(8,677) (9,335)

① 給与費 (16,311,158) (15,882,302)
警 察 本 部 費 17,601,466 17,814,315 △212,849 98.8 ② 警察本部、警察署の運営及び維持管理に要する経費

(1,290,308) (1,932,013)

① 交番・駐在所等整備事業費 (54,307) (90,174)
警 察 施 設 費 466,076 1,289,323 △823,247 36.1 ② 警察署整備事業費 (411,769) (1,091,640)

③ 警察職員宿舎整備事業費 (0) (107,509)

運 転 免 許 費 641,542 600,503 41,039 106.8 ① 運転免許試験、行政処分及び運転免許証の作成等に要する経費 (600,503)
(641,542)

恩 給 及 び ① 恩給施行費 (37,905) (43,372)
退 職 年 金 費 37,905 43,372 △5,467 87.4 恩給受給者に対する恩給等に要する経費
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① 警察装備費 (197,787) (195,588)
警 察 活 動 費 1,978,270 2,737,804 △759,534 72.3 警察装備の整備及び運営に要する経費

② 一般警察活動費 (484,032) (522,584)
地域活動（交番、駐在所等）等に要する経費

③ 刑事警察費 (307,498) (298,002)
犯罪捜査及び犯罪防止活動等に要する経費

④ 交通指導取締費 (206,856) (206,031)
交通事件・事故捜査及び交通指導取締りに要する経費

⑤ 交通安全施設整備事業費 (771,644) (1,505,146)
ア 国補対象事業費 (210,000) (101,108)
イ 県単独事業費 (205,204) (1,032,650)
ウ 維持補修費 (356,440) (371,388)

⑥ 道路交通情報提供費 (10,453) (10,453)

合計 20,740,151 22,500,867 △1,760,716 92.2
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（２）債務負担行為

（単位：千円）

左 の 財 源 内 訳

事 項 期 間 限 度 額 特 定 財 源

一般財源

国支出金 地方債 その他

警察署整備事業工事請負等契約 平成２８年度 264,764 232,000 32,764
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２ その他の議案等

(１) 条例案

ア 徳島県地方警察職員定員条例の一部を改正する条例

(ア) 改正の理由

警察法施行令の一部が改正され、地方警察職員たる警察官の都道府県警察ごとの定員の基準が改められることに

伴い、本県警察官の定員を改める必要がある。

（イ）改正の概要

本県警察官の定員を次のとおり改めることとした。

区 分 改 正 前 改 正 後

警 視 ７４人 ７４人

警 部 １５１人 １５１人

警部補 ４２４人 ４２６人

巡査部長 ４３７人 ４３９人

巡 査 ４４９人 ４５２人

計 １，５３５人 １，５４２人

（ウ）施行日

この条例は、平成２７年４月１日から施行する。
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イ 徳島県警察関係手数料条例の一部を改正する条例

（ア）改正の理由

道路交通法等の一部が改正されたことに伴い、運転免許試験、自転車の運転による交通の危険を防止するための講

習等に係る手数料について所要の改正を行うとともに、銃砲刀剣類所持等取締法等の一部が改正されたことに伴い、

災害により許可済猟銃を亡失した者等に対する講習会に係る手数料を定める必要がある。

（イ）改正の概要

ａ 運転免許試験等に係る手数料の額を改めることとした。

ｂ 自転車の運転による交通の危険を防止するための講習に係る手数料を定めることとした。

ｃ 災害により許可済猟銃を亡失した者等に対する講習会に係る手数料を定めることとした。

ｄ 手数料の額は、別表のとおりである。

（ウ）施行日

この条例は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、（イ）のｃについては、公布の日から、（イ）のｂについ

ては道路交通法の一部を改正する法律附則第１条第３号に掲げる規定の施行の日から施行する。



- 10 -

別 表
（単位：円）

手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

猟 銃 及 び 空 気 銃 の 取 扱 い に 関 す る 災害による許可済猟銃の亡失者等に対する特例 ３，０００
講 習 会 手 数 料

運転免許試験手数料 大型自動車免許又は中型自動車免許 一般 ４，６００ ４，４００
に係る試験

公安委員会が提供する自動車を使用して ７，７００ ７，４００
受ける場合

普通自動車免許に係る試験 指定教習所卒業 １，８００ １，７５０

特定失効 １，９００ １，８５０

一般 公安委員会が提供する自動車を使用し ３，０５０ ３，１００
て受ける場合

特定第一種運転免許(大型特殊自動 一般 ３，０５０ ２，９５０
車免許、大型自動二輪車免許、普通
自動二輪車免許又は牽引免許をい 公安委員会が提供する自動車を使用して ４，６００ ４，５００
う。以下同じ。）又は大型特殊自動 受ける場合
車第二種免許若しくは牽引第二種免
許に係る試験

小型特殊自動車免許又は原動機付自 指定教習所卒業 １，９００ １，８５０
転車免許に係る試験

大型自動車第二種免許、中型自動車 一般 ４，６００ ４，５５０
第二種免許又は普通自動車第二種免
許に係る試験
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手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

運転免許試験手数料 仮運転免許に係る試験 一般 ３，０００ ２，８５０

公安委員会が提供する自動車を使用して ４．５５０ ４，４００
受ける場合

検査手数料 大型自動車仮運転免許又は中型自動車仮運転免許を受けている者に対する法第８ ３，８５０ ３，６５０
９条第３項の規定による検査

公安委員会が提供する自動車を使用して受け ６，９５０ ６，６５０
る場合

普通自動車仮運転免許を受けている者に対する検査 ４，０５０ ３，８５０

公安委員会が提供する自動車を使用して受け ４，９００ ４，７５０
る場合

再試験手数料 普通自動車免許に係る再試験 公安委員会が提供する自動車を使用して受け ２，８００ ２，８５０
る場合

大型自動二輪車免許又は普通自動二輪車免許に係る再試験 １，７００ １，７５０

公安委員会が提供する自動車を使用して受け ３，２５０ ３，３００
る場合

原動機付自転車免許に係る再試験 １，０００ １，０５０

免許証再交付手数料 第一種運転免許又は第二種運転免許に係る免許証 ３，６００ ３，５００

審査手数料 運転することができる自動車等の種類を限定された者がその限定の全部又は一部 １，５５０ １，４５０
の解除を受けるための審査

公安委員会が提供する自動車を使用して受け ３，１００ ３，０００
る場合



- 12 -

手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

技能検定員資格者証 １，２００ １，１００
交付手数料

技能検定員審査手数料 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検定員審査 ２３，５００ ２３，４５０

大型自動車第二種免許等に係る技能検定員審査 ２１，８５０ ２１，７００

審査を免除さ 技能検定員とし 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検 ４，１５０ ４，０００
れる場合の減 て必要な自動車 定員審査
じる額 の運転技能

普通自動車免許に係る技能検定員審査 ３，７５０ ３，６００

大型自動車第二種免許等に係る技能検定員審査 ４，４５０ ４，２５０

自動車の運転技 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検 ７，０００ ６，７００
能に関する観察 定員審査
及び採点の技能

普通自動車免許に係る技能検定員審査 ６，４００ ６，１００

特定第一種運転免許に係る技能検定員審査 ２，２００ ２，１００

大型自動車第二種免許等に係る技能検定員審査 ７，８００ ７，４００

交通の方法に関 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検 ２，１００ ２，４５０
する教則の内容 定員審査
となっている事
項 普通自動車免許に係る技能検定員審査 １，８５０ １，９５０

特定第一種運転免許に係る技能検定員審査 ２，１００ １，９５０
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手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

技能検定員審査手数料 審査を免除さ 自動車教習所に 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検 ２，１００ ２，４５０
れる場合の減 関する法令につ 定員審査
じる額 いての知識

普通自動車運転免許に係る技能検定員審査 １，８５０ １，９５０

特定第一種運転免許に係る技能検定員審査 ２，１００ １，９５０

技能検定の実施 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検 ２，２５０ ２，０００
に関する知識 定員審査

普通自動車免許に係る技能検定員審査 ２，０００ １，９５０

特定第一種運転免許に係る技能検定員審査 ２，２５０ ２，５００

自動車の運転技 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る技能検 １，８５０ １，７５０
能の評価方法関 定員審査
する知識

普通自動車免許に係る技能検定員審査 １，９５０ ２，１００

特定第一種運転免許に係る技能検定員審査 ２，４５０ ２，５５０

大型自動車第二種免許等に係る技能検定員審査 ３，１５０ ３，７００

旅客自動車運送 大型自動車第二種免許等に係る技能検定員審査 ２，７００ ２，５５０
事業及び自動車
運転代行業に関
する法令につい
ての知識
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手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

教習指導員資格者交付 １，２００ １，１００
手数料

教習指導員審査手数料 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る教習指導員審査 １５，０００ １４，９５０

特定第一種運転免許に係る教習指導員審査 ９，４５０ ９，４００

大型自動車第二種免許等に係る教習指導員審査 １２，８５０ １２，７５０

審査を免除さ 教習指導員とし 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る教習指 ４，１５０ ４，０００
れる場合の減 て必要な自動車 導員審査
じる額 の運転技能

普通自動車免許に係る教習指導員審査 ３，７５０ ３，６００

大型自動車第二種免許等に係る教習指導員審査 ４，４５０ ４，２５０

技能教習に必要 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る教習指 １，４５０ １，３５０
な教習の技能 導員審査

普通自動車免許に係る教習指導員審査 １，４００ １，２５０

特定第一種運転免許に係る教習指導員審査 １，５００ １，３００

大型自動車第二種免許に係る教習指導員審査 １，９００ ２，０５０

学科教習に必要 大型自動車又は中型自動車免許に係る教習指導員 １，３５０ １，２５０
な教習の技能 審査

普通自動車免許に係る教習指導員審査 １，３００ １，２００

特定第一種運転免許に係る教習指導員審査 １，１５０ １，１００
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手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

教習指導員審査手数料 審査を免除さ 交通の方法に関 大型自動車又は中型自動車免許に係る教習指導員 １，４５０ １，５５０
れる場合の減 する教則の内容 審査
じる額 となっている事

項その他自動車 普通自動車免許に係る教習指導員審査 １，２００ １，３５０
の運転関する知
識 特定第一種運転免許に係る教習指導員審査 １，２５０ １，３００

自動車教習所に 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る教習指 １，４５０ １，５５０
関する法令につ 導員審査
いての知識

普通自動車免許に係る教習指導員審査 １，２００ １，３５０

特定第一種運転免許に係る教習指導員審査 １，２５０ １，３００

教習指導員とし 大型自動車免許又は中型自動車免許に係る教習指 １，３５０ １，４００
て必要な教育に 導員審査
ついての知識

普通自動車免許に係る教習指導員審査 １，１５０ １，３００

特定第一種運転免許に係る教習指導員審査 １，１５０ １，２００

旅客自動車運送 大型自動車第二種免許等に係る教習指導員審査 ２，７００ ２，５５０
事業及び自動車
運転代行業に関
する法令につい
ての知識



- 16 -

手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

講習手数料 安全運転管理者等講習 １時間当たりの単価 ７００ ７５０

取消処分者講習 １時間当たりの単価 ２，４５０ ２，３５０

停止処分者講習 １時間当たりの単価 ２，２００ ２，１００

大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 取 得 時 講 習 １時間当たりの単価 ４，７００ ４，６５０

大型自動二輪車免許取得時講習 １時間当たりの単価 ４，１５０ ４，１００

普通自動二輪車免許取得時講習 １時間当たりの単価 ４，０５０ ４，０００

旅客車免許取得時講習 １時間当たりの単価 ３，１５０ ３，１００

応急救護処置講習 １時間当たりの単価 １，２５０ １，３００

初心運転者講習 １時間当たりの単価（普通免許） ２，１００ ２，０５０

１時間当たりの単価（大型二輪免許） ２，７５０ ２，７００

１時間当たりの単価（普通二輪免許） ２，６００ ２，５５０

１時間当たりの単価（原付免許） ２，４５０ ２，４００

更新時講習 優良運転者 ６００ ５００

一般運転者 ９５０ ８００

違反運転者等 １，５００ １，３５０
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手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

講習手数料 高齢者講習 （７５歳未満） 小型特殊自動車免許以外の第一種運 ５，８００ ５，６００
転免許又は第二種運転免許保有者

小型特殊自動車免許のみ保有者 ２，３５０ ２，２５０

高齢者講習 （７５歳以上） 小型特殊自動車免許以外の第一種運 ５，３５０ ５，２００
転免許又は第二種運転免許保有者

小型特殊自動車免許のみ保有者 ２，３５０ ２，２５０

違反者講習 実車運転等検査型 １３，３５０ １３，２００

社会活動参加型 ９，２００ ９，０５０

自転車運転者講習 １時間当たりの単価 １，９００

特定任意講習 １，５００ １，３５０

特定任意高齢者講習 （７５歳未満） ５，８００ ５，６００

特定任意高齢者講習 （７５歳以上） ５，３５０ ５，２００

通知手数料 ８５０ ９００

技能検定員審査手数料の 審査を受けようとする者が、手数料条例 大型自動車免許又は中型自動車免許 ２，９５０ ２，８００
減じる額 別表第一の６２の項の５の(一)及び(二） に係る審査

に掲げる審査項目のいずれをも免除され
る者である場合に更に減じる額 普通自動車免許に係る審査 ９００ ８５０
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手数料の種類 区 分 改 正 前 改 正 後

技能検定員審査手数料の 審査を受けようとする者が、手数料条例 大型自動車第二種免許、中型自動車 ３，０５０ ３，１００
減じる額 別表第一の６２の項の５の(一)及び(二） 第二種免許又は普通自動車第二種免

に掲げる審査項目のいずれをも免除され 許に係る審査
る者である場合に更に減じる額

審査を受けようとする者が、手数料条例 大型自動車免許又は中型自動車免許 ３５０ ５５０
別表第一の６２の項の５の(三)及び(四） に係る審査
に掲げる審査細目のいずれをも免除され
る者である場合に更に減じる額 普通自動車免許に係る審査 ２００ ３５０

教習指導員審査手数料の 審査を受けようとする者が、手数料条例 大型自動車免許又は中型自動車免許 ３，０００ ２，８５０
減じる額 別表第一の６４の項の５の(一)及び(二） に係る審査

に掲げる審査細目のいずれをも免除され
る者である場合に更に減じる額 普通自動車免許に係る審査 ９５０ ９００

特定第一種運転免許に係る審査 １，０５０ １，１００

大型自動車第二種免許、中型自動車 ３，０５０ ３，１５０
第二種免許又は普通自動車第二種免
許に係る審査

審査を受けようとする者が、手数料条 大型自動車免許又は中型自動車免許 １００ ２５０
例別表第一の６４の項の５の(四)及び に係る審査
(五）に掲げる審査細目のいずれをも免
除される者である場合に更に減じる額 特定第一種運転免許に係る審査 ５０ １００
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(２) 専決処分の報告について

ア 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

専決処分内容

事故発生年月日 事故発生場所 専決処分年月日 事故種別 所 属

和 解 の 相 手 方 賠償金額

事 故 概 要

平成26年 5月 9日 徳 島 市 地 内 平成27年 1月23日 物 損 刑 事 部 捜 査 第 一 課

那賀郡那賀町在住 １名 167,171円

捜査用車両が交差点で出会い頭に衝突したもの

平成26年 9月 5日 鳴 門 市 地 内 平成27年 1月23日 人 身 板 野 警 察 署

鳴門市在住 ２名 1,264,869円

捜査用車両が路外から車道へ進行した際、走行中の車両と衝突したもの

平成26年10月29日 吉 野 川 市 地 内 平成27年 1月23日 物 損 阿 波 吉 野 川 警 察 署

吉野川市所在 １法人 12,204円

捜査用車両が店舗敷地内を移動中、電話線をひっかけ、切断したもの

平成26年10月29日 徳 島 市 地 内 平成27年 1月23日 物 損 徳 島 東 警 察 署

徳島市在住 １名 110,000円

捜査用車両が後退中、駐車中の車両と衝突したもの

計 1,554,244円


